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取扱い説明書

ご使用前に必ずよく読んで､正しくご使用ください｡

また､いつでも､この｢取扱い説明書｣を使用できます

ように末永く大切に保管してください｡

第5版　2016.02-

埼玉事業所 〒358-0011 埼玉県入間市下藤沢632-3

TEL 04-2965-6565 (直通)

FAX 04-2965-6561 (直通)

                                                       UM0305-025-4

　弊社では､ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄによるｻﾎﾟｰﾄを行っております｡
ご購入いただけましたらすぐに

                       ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄ
をFAXにてお送りください｡
　お送りいただけない場合､保証の対象とならない場合がありますのでご

注意ください｡

ご使用の前に･･･

ご使用になる地域の電源周波数【50ﾍﾙﾂ(Hz)/60ﾍﾙﾂ(Hz)】

に設定してください｡
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1.はじめに
　このたびは“PCS-NHF150”をお買い求めいただきましてありがとうございます｡

この取扱い説明書は､NHF150を安全にお使いいただくため､注意事項などを良くご理

解いただくためのﾏﾆｭｱﾙです｡最初のﾍﾟｰｼﾞから順に良くお読みください｡

　なお､COLD SPOTは､ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄによるｻﾎﾟｰﾄを行っております｡ご購入いただけ

ましたらすぐにﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄをFAXにてお送りください｡お送りいただけない場合､

保証の対象とならない場合がありますのでご注意ください｡

2.概説
･新規光学系設計により小型･軽量化を実現しました｡

･出射方向が上向き､横向きの90゜設置変更が可能です｡

･ｺﾝﾃﾞﾝｻﾚﾝｽﾞ採用により､出射光の中抜け(ﾄﾞｰﾅﾂ)現象を防止すると共に､高輝度を確

保できます｡

3.各部の説明
①電源ON/OFFｽｲｯﾁ

　左側を押すとｽｲｯﾁが入り､緑色に照光します｡

②調光ﾎﾞﾘｭｰﾑ

　右に回すと明るさが増していきます｡右一杯で最大光量になります｡

③ﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱ

④ﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱ用ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞ

⑤ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ取付ｺﾈｸﾀｰ

⑥冷却ﾌｧﾝ

⑦電源ｺｰﾄﾞ
①

②④

⑥

⑤

⑦

③ 215
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3)電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞの接続

◎装置の電源ｽｲｯﾁが切れているのを確認してから電源ｺｰﾄﾞをAC100Vｺﾝｾﾝﾄに接続し

てください｡

　警告

○電源ｺｰﾄﾞを､無理に曲げたり､ねじったり､引っ張ったりしないでください｡

　ｺｰﾄﾞが損傷し､火災･感電の原因となります｡

　注意

○電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜くときは､必ずﾌﾟﾗｸﾞを持って抜いてください｡

　電源ｺｰﾄﾞを引っ張るとｺｰﾄﾞが傷つき､火災･感電の原因となる事があります｡

○濡(ぬ)れた手で電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜き差ししないでください｡

　感電の原因となる事があります｡

5.取扱注意

1)ﾗﾝﾌﾟの確認

◎お買い求めいただいてすぐにご使用になれる様､ﾗﾝﾌﾟは始めから装着されていま

すが､輸送中の振動により位置が若干ずれている場合があります｡

　ﾗﾝﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰにﾗﾝﾌﾟが奥まで差し込まれている事をご確認ください｡

2)電源周波数の設定

◎ご使用になる地域の電源周波数【50ﾍﾙﾂ(Hz)/60ﾍﾙﾂ(Hz)】に設定してください｡

　出荷時は【50ﾍﾙﾂ(Hz)】になっております｡

　警告

○必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜

いてから行ってください｡

　感電やｹｶﾞをする事があります｡

+ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰでﾈｼﾞを外し､絶縁ｶﾊﾞｰを

外してｼﾞｬﾝﾊﾟｰ設定してください｡

絶縁ｶﾊﾞｰ

ｼﾞｬﾝﾊﾟｰ設定



5

4)ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの取付け

◎ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ側のｺﾈｸﾀｰの切り欠きの部分(白点)を真上にして真っすぐに差し込

んでください｡(ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの白点とﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ取付け用ｺﾈｸﾀｰの白点が合います｡)

　通常はこれだけでﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞはﾎﾞｰﾙﾌﾟﾗﾝｼﾞｬｰにより保持されますがさらに

しっかりと固定して抜けないようにしたい場合は､ｺﾈｸﾀｰ右下のﾈｼﾞ穴に付属の

ﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞを入れて締め込んでください｡

　注意

○ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞは､強い力を加えたり無理な力で曲げたり､水や､油で濡(ぬ)らさな

いでください｡

　破損の原因となります｡

○ご使用にならない時は､必ず付属のﾋﾞﾆｰﾙｷｬｯﾌﾟをつけて保管してください｡

　ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの端面に傷が付きますと､照度劣化の原因となります｡

○点灯する際は､先端保護のﾋﾞﾆｰﾙｷｬｯﾌﾟを必ず外してください｡

　照射熱によりﾋﾞﾆｰﾙが溶け､ﾌｧｲﾊﾞｰに溶着する恐れがあります｡

○ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ端面（入射部及び出射部）を汚さないでください。

　照射熱により汚れた所から熱が発生し、端面が焦げる原因となります｡

5)電源ON/OFF及びﾗﾝﾌﾟ調光

◎電源ｽｲｯﾁの左側を押すと電源が入り､表示灯が緑色に照光します｡

◎調光ﾎﾞﾘｭｰﾑを右に回すと明るくなり､左に回すと暗くなります｡

◎ﾎﾞﾘｭｰﾑ右一杯で最大光量になります｡

切り欠き

ﾗｲ
ﾄｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ

白点

ﾛｰ
ﾚｯ
ﾄﾈ
ｼﾞ

白点
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6)集光ﾚﾝｽﾞ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

◎ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの先端に装着すると高い照度と均一な照度が得られます｡

　ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの先端に集光ﾚﾝｽﾞを挿入し､止まる所まで真っすぐに差し込み､取

付けﾈｼﾞで確実に締め付けてください｡

　ﾍﾞｽﾄﾌｫｰｶｽ調整は､照射ｽﾎﾟｯﾄの輪郭がはっきりとする位置まで静かに外側の

筒を回転又はｽﾗｲﾄﾞしてください｡

7)ﾌﾟﾛﾃｸﾄﾌｨﾙﾀｰ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

◎ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ先端(ﾌｧｲﾊﾞｰ先端面)の保護や､集光ﾚﾝｽﾞの保護のためにﾌﾟﾛﾃｸﾄﾌｨﾙ

ﾀｰのご使用をお奨(すす)めします｡ただし､集光ﾚﾝｽﾞを使用しない場合はﾌｨﾙﾀｰ

ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが必要です｡

8)ﾌｨﾙﾀｰ･ﾌｨﾙﾀｰｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

◎ｶﾗｰ写真撮影時にお使いいただく色温度変換ﾌｨﾙﾀｰ(ﾃﾞｲﾗｲﾄﾌｨﾙﾑ用)を始め､ｶ

ﾗｰﾌｨﾙﾀｰ各種､偏光ﾌｨﾙﾀｰ､拡散ﾌｨﾙﾀｰ等を豊富に取りそろえております｡各ﾌｨﾙﾀｰ

は､集光ﾚﾝｽﾞの先端に､ねじ込んでお使いください｡

　集光ﾚﾝｽﾞを使用しない場合はﾌｨﾙﾀｰｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが必要です｡

　ﾘﾝｸﾞ型ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞには､専用のﾄﾞｰﾅﾂ型ﾌｨﾙﾀｰをお使いください｡

各
種
ﾌｨ
ﾙﾀｰ

各
種
ﾌｨﾙ

ﾀｰ
/ﾌﾟ

ﾛﾃ
ｸﾄ
ﾌｨﾙ

ﾀｰ

ﾌｨ
ﾙﾀ
ｰｱﾀ

ﾞﾌ
ﾟﾀ
ｰ

集光
ﾚﾝｽ

ﾞ

ﾗｲ
ﾄｶ
ﾞｲﾄ

ﾞ

ﾗｲ
ﾄｶ
ﾞｲﾄ

ﾞ

ﾗｲﾄ
ｶﾞ
ｲﾄﾞ

ﾗｲﾄ
ｶﾞ
ｲﾄﾞ
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9)設置の仕方

横置きｽﾀｲﾙ

縦置きｽﾀｲﾙ

横置きｽﾀｲﾙ･縦置きｽﾀｲﾙの変更は､+ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ

にてｺﾞﾑ足を付け替えてください｡

ﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱの開き方

2本のﾛｰﾚｯﾄﾈｼﾞを緩め､上方向にﾄﾞｱをずらしな

がら手前に引いてください｡

(ﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱは､装置より完全に外れます｡)
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6.ﾗﾝﾌﾟ交換
交換手順

1)電源を切り､装置のﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱを開けてください｡

2)ﾗﾝﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰのﾚﾊﾞｰを後方に倒しながらｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを上に抜いてください｡

3)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを抜いてください｡

4)ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを新しいｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟに差し込んでください｡

5)ﾗﾝﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰのﾚﾊﾞｰを元の位置に戻してｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟをｾｯﾄしてください｡

6)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟや､ﾌｧﾝﾓｰﾀｰにﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ線が触れないように注意しながらﾄﾞｱを閉め

てください｡

7)ﾗﾝﾌﾟが点灯する事を確認して完了です｡

　警告
○必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてから行ってください｡

　感電やｹｶﾞをする事があります｡

○当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟは､絶対に使用しないでください｡

　(9.適合ﾗﾝﾌﾟ参照　P14)

　火災や故障の原因となる事があります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますの

で､絶対に手や肌などを触れないでください｡必ず十分に冷えてから交換を

行ってください｡

　ﾔｹﾄﾞの原因となる事があります｡

○ﾗﾝﾌﾟ交換時､ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟで熱ｶｯﾄﾌｨﾙﾀｰを傷つけないよう十分に注意してください｡

  万一､熱ｶｯﾄﾌｨﾙﾀｰに傷つけた場合は必ず当社に交換をご依頼ください｡(有料)

　傷つけたままご使用になりますとﾌｨﾙﾀｰが割れる事があり危険です｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球内部の圧力が高いため､落としたりぶつけたり､無理な力を

加えたり､ｷｽﾞをつけたりしないでください｡

　破損の原因となります｡

　注意
○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟにﾂﾒがある物は､ﾎﾙﾀﾞｰに引っかけて割らないよう十分に注意して

ください｡(ﾎﾙﾀﾞｰのﾆｹﾞにｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟのﾂﾒを合わせてください｡)

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部とﾐﾗｰの内側及び､熱ｶｯﾄﾌｨﾙﾀｰには､絶対に素手で触れない

でください｡清潔な手袋を使用してください｡

  万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを湿らせた物で指紋や汚れを拭(ふ)

き取ってください｡

　汚れたまま点灯しますとｶﾞﾗｽが劣化してﾗﾝﾌﾟの短寿命の原因となる事があ

ります｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟは､必ず産業廃棄物として取り扱ってください｡

○ｿｹｯﾄをﾗﾝﾌﾟに差し込んだ時に､ﾐﾗｰのｶﾞﾗｽ部と密着しない場合がありますが

異常ではありませんので､それ以上無理に押し込まないでください｡

　無理な力を加えますと､ﾗﾝﾌﾟのｾﾒﾝﾄ接着が抜け､焦点が合わなくなることが

あります｡

・ﾗﾝﾌﾟ破損の原因となります｡
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ﾗﾝﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰのﾚﾊﾞｰを後方に倒す｡

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟを上に

抜く｡

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからｿｹｯﾄを抜く｡

ｿｹｯﾄを新しいｶｯﾌﾟ

ﾗﾝﾌﾟに差し込む｡

ﾗﾝﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰのﾚﾊﾞｰを

元の位置に戻す｡

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟをｾｯﾄ

する｡

ﾂﾒ

ﾆｹﾞ

　注意

ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟにﾂﾒがある物は、ﾎﾙﾀﾞｰにひっかけて割ら

ないよう十分に注意してください。

（ﾎﾙﾀﾞｰのﾆｹﾞにｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟのﾂﾒを合わせてください。)

※ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟとﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄとの間に隙間が生じる場合

がありますが、性能には問題ありませんので無理

な力等を加えぬよう注意してください。
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7.ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ交換

交換手順

1)電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてからﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱを外してください｡

2)ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟからﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄを抜いてください｡

3)装置のﾈｼﾞ6本を外してください｡(矢印部)

4)右図の様に展開してください｡

5)古いﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ線をｺﾈｸﾀｰより抜いてください｡

6)新しいﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ線をｺﾈｸﾀｰに差し込んでください｡

　ｺﾈｸﾀｰが確実に差し込まれていることを確認してください｡

7)内部配線を挟み込まない様に注意しながら元に戻してください｡

　ﾌｧﾝﾓｰﾀｰに配線が触れない様に注意してください｡

　ﾈｼﾞは確実に締めてください｡

8)ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟに差し込んでください｡

9)ﾗﾝﾌﾟ交換ﾄﾞｱを閉め､ﾗﾝﾌﾟが点灯する事を確認して完了です｡

　警告

○必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてから行ってください｡

　感電やｹｶﾞをする事があります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますの

で､絶対に手や肌などを触れないでください｡必ず十分に冷えてから交換を

行ってください｡

　ﾔｹﾄﾞの原因となる事があります｡

　注意

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部とﾐﾗｰの内側には､絶対に素手で触れないでください｡

　清潔な手袋を使用してください｡万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを

湿らせた物で指紋や汚れを拭(ふ)き取ってください｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､必ず産業廃棄物として取り扱ってください｡

　ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､ﾗﾝﾌﾟの熱により､ﾗﾝﾌﾟとﾋﾟﾝとの接点が徐々に酸化していき

ます｡酸化の進んだﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄをそのまま使用しますと､酸化による接触抵抗

の増加により､さらに接点の温度が上がり､ﾗﾝﾌﾟの寿命が短くなります｡

　ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄの交換の頻度はお使いになっているﾗﾝﾌﾟや照度の設定､環境な

どのによって大きく変わりますが､年に1回以上の交換が理想的です｡
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ﾈｼﾞ6本を外す｡

　警告
必ず電源を切り､電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜いてから行ってください｡

ﾛｯｸ

展開図



12

8.取扱注意事項
本装置をご使用･設置に当たって下記の注意事項を必ずお守りください｡

　警告
○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球内部の圧力が高いため､落としたりぶつけたり､無理な力を

加えたり､ｷｽﾞをつけたりしないでください｡

　破損の原因となります｡

○定格出力電圧に合わせた､当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟは､絶対に使用し

ないでください｡(9.適合ﾗﾝﾌﾟ参照　P14)

　火災や故障の原因となる事があります｡

　短寿命､破損あるいは灯具の過熱の原因となります｡

○設置･移動･ﾗﾝﾌﾟ交換･ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ交換･装置の掃除の時は､必ず電源を切ってく

ださい｡

　感電の原因となります｡

○紙や布等でおおったり､燃えやすいものに近づけないでください｡

　火災の原因となります｡

○電源ｺｰﾄﾞを､無理に曲げたり､ねじったり､引っ張ったりしないでください｡

　ｺｰﾄﾞが損傷し､火災･感電の原因となります｡

○万一､煙がでたり､変な臭いがするなどの異常状態の時には､すぐに電源ｽｲｯ

ﾁを切り､異常状態がおさまった事を確認してから､当社に修理､点検をご依頼

ください｡

　そのまま使用しますと火災･感電の原因となります｡

○点灯中や消灯直後は､ﾗﾝﾌﾟやﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄ及びその周辺は熱くなっていますの

で､絶対に､手や肌などを触れないでください｡

　ﾔｹﾄﾞの原因となります｡

○ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ先端(集光部)の間近に燃えやすい物を置いたまま点灯させないで

ください｡また､手や肌などを触れないでください｡

　照射物が､照射光により過熱し､火災やﾔｹﾄﾞの原因となる事があります｡

～
2
0
mm

位
 

注意：ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞ先端より約20mm
      位迄の所は照射光が集光
      するので照射物を過熱す

　る恐れがあります。
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　注意
○本装置を設置する場合左右5㎝前後10㎝以上の空間を空けて通気をよくし

てください｡

　通気不十分になりますと､ﾗﾝﾌﾟ及び電源回路の放熱ができず故障の原因とな

ります｡

○本装置を設置する場合は､水平より15゜以上下に傾けないでください｡

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損や､短寿命の原因となります｡

○本装置は､耐温･耐湿構造になっておりません｡必ず指定の環境温湿度範囲内

でお使いください｡　(0～ 40℃ 10～ 90%RH 以内ただし結露なき事)

　故障･感電の原因となります｡

○強磁場･強電気ﾉｲｽﾞ発生源の近くに本装置を設置しないでください｡

　誤動作や､故障の原因となります｡

○本装置は､耐振構造になっておりません｡

　やむなく可動部に設置する時は､防振ｺﾞﾑ等を介在させ十分に振動を吸収さ

せてください｡

○本装置の改造や､内部部品を交換してのご使用はお止(や)めください｡

　故障の原因となります｡

○外部制御，ｼｬｯﾀｰ機能を接続する際､配線は短絡や誤配線しないように十分注

意してください｡

　故障の原因となります｡

○引火する危険のある雰囲気(ｶﾞｿﾘﾝ､可燃性ｽﾌﾟﾚｰ､ｼﾝﾅｰ､ﾗｯｶｰ､可燃性粉塵(ふ

んじん)等)の中では､使用しないでください｡

　火災の原因となる事があります｡

○ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟの管球部，ﾐﾗｰの内側，熱ｶｯﾄﾌｨﾙﾀｰ，ﾗｲﾄｶﾞｲﾄﾞの端面部には､絶対に

素手で触れないでください｡

　万一､触れた場合には､清潔な布にｱﾙｺｰﾙを湿らせた物で指紋や汚れを拭(ふ)

き取ってください｡

　汚れたまま点灯しますとｶﾞﾗｽが劣化してﾗﾝﾌﾟの短寿命や､照度劣化の原因と

なる事があります｡

○ﾗﾝﾌﾟに塗料等を塗らないでください｡

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損の原因となる事があります｡

○点灯中の光を間近で長時間見つめないでください｡

　視覚障害の原因となる事があります｡

○ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄの接点部が損傷していないか等点検してください｡

　不点灯や､過熱の原因となる事があります｡

○電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜くときは､必ずﾌﾟﾗｸﾞを持って抜いてください｡

　電源ｺｰﾄﾞを引っ張るとｺｰﾄﾞが傷つき､火災･感電の原因となる事があります｡

○濡(ぬ)れた手で電源ｺｰﾄﾞﾌﾟﾗｸﾞを抜き差ししないでください｡

　感電の原因となる事があります｡

○使用済みのﾗﾝﾌﾟは､必ず産業廃棄物として取り扱ってください｡
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9.適合ﾗﾝﾌﾟ

　注意

○定格寿命は､ﾗﾝﾌﾟ単体を定格電圧で点灯した場合の平均値です｡

　また､使用環境により異なります｡

○当社指定の適合ﾗﾝﾌﾟ以外のﾗﾝﾌﾟは､絶対に使用しないでください｡

　火災や故障の原因となる事があります｡

　

10.交換部品
※ｶｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ,ﾗﾝﾌﾟｿｹｯﾄは､お客様にて交換できますが､ﾌｧﾝﾓｰﾀｰは原則として当

社で交換いたします｡

適 合 ﾗﾝﾌﾟ型 式 定 格 電 圧 定 格 電 力 定 格 寿 命
PLH-150 1 5V 15 0W 5 0H
P L L- 15 0 1 5V 15 0W 50 0H

部 品 名 称 寿 命 (交 換 時 期 ) 型 式

ｶｯﾌﾟ ﾗ ﾝ ﾌ ﾟ 6 .適 合 ﾗﾝﾌﾟ参 照 6.適 合 ﾗﾝﾌﾟ参 照

ﾗﾝﾌﾟ ｿ ｹ ｯ ﾄ 約 3, 0 00 H

ﾌ ｧ ﾝ ﾓ ｰ ﾀ ｰ 約 30, 0 00 H
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11.仕様

　注意

○ﾗﾝﾌﾟﾊｳｽ･ﾌｧﾝﾎﾞｯｸｽの設置は､水平より15゜以上下に傾けないでください｡

(点灯姿勢)

　ﾗﾝﾌﾟが過熱し､破損や､短寿命の原因となります｡

+90°

-15°

型式 PCS-NHF150

定格入力電圧 AC100V

定格入力電流 1.5A

入力電圧変動許容範囲 AC90～ 110V

相数 ･周波数 単相 ･50/60Hz(ﾀｯﾌﾟ切替式 )

点灯方式 高周波点灯方式

調光方式 位相制御

冷却方式 強制 ﾌｧﾝ冷却

使用環境温度範囲 0～ 40℃

使用環境湿度範囲 20～ 85%RH(結露なし )

外形寸法 (W*H*D) 215*78.8*90(㎜ ) (突起部含まず )

重量 約 1.5㎏
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12.保証規定

1)消耗品を除き､納入後1箇年の間に明らかに当社の責任による不具合･故障

が生じた場合､無償にて修理させていただきます｡

2)ただし､次の場合は上記期間内でも保証の対象となりません｡

　また､状態によっては修理をお断りする場合もあります｡

　①誤用･乱用､取扱い説明書以外の操作や不注意による故障

　②災害･天変地異･暴動･争乱等に起因する故障

　③当社以外での改造･修理をされた場合

　④お買上げ後の振動･落下等による故障､損傷

　⑤不適当な環境でのご使用による故障

　⑥当社純正以外のﾗﾝﾌﾟを使用した事による故障

　⑦故障の原因が本製品以外の事由による場合

　⑧｢ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄ｣が返信されていない場合

3)ﾗﾝﾌﾟ等の消耗品類は保証の対象外です｡

4)修理品の運賃･諸経費は､お客様にてご負担ください｡

5)この製品の保証は無償修理のみです｡この製品のご使用による二次的損害な

どの補償は致しかねます｡

6)修理には通常1週間程度を要しますのでご了承ください｡

7)保証に関しては､日本国内での使用にのみ適用されます｡

                     お問い合わせは､下記の所まで

            埼玉事業所 〒358-0011埼玉県入間市下藤沢632-3

TEL 04-2965-6565  営業部直通

FAX 04-2965-6561  営業部直通

　弊社では､ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄによるｻﾎﾟｰﾄを行っております｡
ご購入いただけましたらすぐに

                       ﾕｰｻﾞｰ登録ﾘｽﾄ
をFAXにてお送りください｡
　お送りいただけない場合､保証の対象とならない場合がありますのでご

注意ください｡

　いつでも､この｢取扱い説明書｣を使用できるように末永く大切に

保管してください｡また､万一紛失した場合は､当社までご連絡くだ

さい｡一部お送りいたします｡




